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【博士論文要旨】
本論は、中国古代の前漢期に活躍した賦家の一人である王褒（宣帝期[前七三年～四九
年]の人物、生卒年不詳）、字は子淵の著した文学作品を考察対象とする。その際、王褒
作品の中でも中国古代のアンソロジーとして名高い『文選』に収録され、その文学性につ
いて従来より高い評価がなされている三作品、すなわち「四子講徳論」（『文選』巻五一）、
「聖主得賢臣頌」（『漢書』巻六四下王褒伝・『文選』巻四七）、「洞簫賦」（『文選』巻一七）
を主たる考察対象とし、その修辞的特性及び文学史的・表現史的位置づけといった作品性
を再検討するものである。
第一章では「四子講徳論」（『文選』巻五一）を分析対象とした。まずこの作品のタイ
トルとジャンルの問題に言及し、辞賦的な要素を帯びながらも、あくまでも詩の「伝」、
注釈としてあることを述べた。さらに「四子講徳論」の文体の特色として、『論語』・『孝
経』などに典型的に見出される、「語」と呼ばれる語り方の基礎の上に、戦国諸子の説得
術や、民間の語り物などが含まれる「説」の語りが混入したことを明らかにした。また、
「四子講徳論」に影響を与えたものとして、経術主義に代表される儒教の国教化が進む宣
帝期の時代性を挙げた。さらに、儒家以外に先秦以来の道家・雑家、あるいは讖緯の学な
どといった代表される諸子などの学問を蓄積していた蜀の地域性を挙げ、これらを背景と
しながら、「四子講徳論」の多様な語りが生み出されたことを論じた。
第一章には「采詩の官をめぐって」という補説を付した。中国最古の詩集『詩経』の成
立に関しては、伝統的には詩を採集した「采詩の官」なるものが存在したとされてきた。
現在の研究では、この官職は儒家による虚構であるとして否定されている。補説では、「四
子講徳論」において地方巡察官にあたる刺史を「采詩の官」と呼んでいることを手がかり
に、「采詩の官」言説が刺史という官職が定着した武帝期後半から宣帝期にかけて生み出
されたことを論じ、中央集権化が進み、地方社会と中央官府との関係がより密接化する中
にあって、そのような言説が必要とされたのではないか、という推論を述べた。
第二章では、「聖主得賢臣頌」（『漢書』巻六四下王褒伝・『文選』巻四七）について検
討を加えた。まず、該作品のジャンルについて新たに検討を加え、それが「対策」や「上
書」の形式であることを論証した。つぎに、その文体的源流として戦国諸子のものが想定
されること、その上で辞賦文芸の影響を受けた修辞的展開が見られることを指摘した。上
述の文体に関する議論を踏まえながら、作品の政治史的意義について再検討を加え、宣帝
期の人事権をめぐる政治状況と関連付けてこの問題の解明を試みた。そして該作品が宣帝
の治世を称賛する頌歌であり、その人事に関わる政治的正当性を後押しする機能を有する
ものであると結論した。
第三章では、「洞簫賦」の祖型とされる前漢の文人枚乗の手になる「七発」（『文選』巻
三四）の音楽描写部分、所謂「龍門の桐」について考察した。「龍門の桐」とは、根が「半
死半生」している奇怪な桐の様子と、その桐から作られる琴の演奏を綴る部分であり、楽
器を主題とする楽器賦の濫觴となったとされているものである。まず、「龍門の桐」の依
拠したものを分析し、それが怪木を語る先秦期の口頭伝承的な民間故事と、先秦期の言説
に見える琴にまつわるイメージとからなっていることを指摘した。その上でこの場面が漢
代辞賦文芸の途上にあるものであり、音楽を語る言説としては、それまでにない音楽美を
語る文学的な論理や枠組を生み出したものであることを論じた。
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続く第四章では、「洞簫賦」の前半部分の自然描写部分に焦点を絞って考察した。最初
に「洞簫賦」の自然描写が、「龍門の桐」に依拠しつつ、同時に楚辞文芸との関係を濃厚
に示していることを指摘した。さらにそこから、対偶を多用する修辞的進展がみられるこ
とについて言及した。
第五章は「洞簫賦」の音楽描写部分を中心に考察しつつ、「洞簫賦」全体の文体的特色
とその主題、さらにその文学史的意義について検討を加えた。最初に「洞簫賦」の文体が、
「龍門の桐」はもちろんのこと、『楚辞』や戦国諸子の文体その他多様なものを含んでい
ることを指摘した。加えて、「洞簫賦」が生み出された背景に、武帝期から宣帝期にかけ
ての礼楽制度の整備に事業に象徴される「音の帝国化」という時代状況があることを論じ
た。さらに「洞簫賦」の文体が前代までの多様な文学的伝統を一つにまとめ上げている点
に、司馬相如の創出した「漢賦」の文体の影響があることを述べた。そのことを踏まえた
上で、「洞簫賦」の主題は、「『音の帝国』化を進行する『聖主』への讃頌」であると結論
した。最後に「洞簫賦」の文学史的意義は、前代までの文学的伝統を吸収・統合しながら、
表面的には楽器の徳を語る詠物賦の体裁をとりながら、潜在的には作者自らの精神性・文
化性の高さを披瀝するという、新たな自伝文学的形式を用意したことにあると指摘した。
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 本論文は、漢代宣帝期（BC73~BC49）の王褒を対象に、代表作を徹底的に分析・読解すること
を通して、その辞賦文学史上の位置を究明したものである。「序章」、本章である全 5章と補説、
結章にあたる「全体のむすびにかえて」から成る。 
 「序章」では、王褒と漢代辞賦文芸に関わる先行研究を渉猟し、それらの問題点を指摘して、
王褒のいかなる作品を検討すべきか、それらをいかに分析すべきかを述べる。先行研究は王褒の
意図を性急に読み込もうとする傾向が強いが、それよりも、作品が依拠する文学的伝統に何がつ
け加えられているか、また王褒が宮廷文人であることを踏まえれば、そこに享受者の願望や期待、
宣帝期の時代精神がいかに反映されているかを丁寧に検討することが重要であるとする。 
本章の全 5章と補説は、6世紀初めの『文選』に採録されて評価の高い 3作品を取り上げる。
第一章「「四子講徳論」について」は、「四子講徳論」が辞賦の要素を持ちながらも詩の「伝」
すなわち注釈として書かれたとし、文体上は『論語』『孝経』等にみられる「語」の語りに戦国
諸子の説得術等にみられる「説」の語りが混入していること、思想的には儒学の国教化が進む宣
帝期の時代性に刻印されつつも、道家・雑家の学や讖緯の学を蓄積していた王褒の出身地蜀の地
域性が影響していることを述べる。補説「「采詩の官」について」は、「四子講徳論」に記され
る「采詩の官」に焦点を当てて、「采詩の官」伝説が武帝期後半から宣帝期にかけて生みだされ、
中央集権化の進む政治状況が必要とした言説であることを明らかにする。第二章「「聖主得賢臣
頌」について」は、この作品がいわゆる「頌」ではなく、戦国諸子の文体に辞賦文芸の修辞が加
えられた「文芸化した上書」であること、思想的には宣帝の人事における政治的正当性を後押し
する機能を有していることを指摘する。第三章から第五章までは、音楽を表現する文学の鏑矢で
ある「洞簫賦」に費やされる。第三章「枚乗「七発」の「龍門の桐」について」では、そのさら
なる濫觴とされる「七発」の、桐から作られた琴を語る一段を考察する。第四章「「洞簫賦」の
自然描写について」は、簫の素材である竹とその産地の描出を上記「七発」と比較し、両者の差
違が音楽描写の伏線となっていることを論じる。第五章「「洞簫賦」の音楽描写およびその表現
史的・文学史的意義について」は、無形の音楽を実体化する手法を詳細に分析し、背景に、武帝
期から宣帝期にかけての礼楽制度の整備にみられる「音の帝国化」があることを指摘する。 
「全体のむすびにかえて」では本章をまとめ、宮廷文人王褒の作は基本的に皇帝への頌歌であ
るが、中心に皇帝ならぬ作者自身を据えんとするのが以後の辞賦文学であり、王褒はその枠組み
を用意した、とみる。以上の論述は辞賦文学史の空隙を埋め、斯学の発展に寄与するものである。 
よって本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
